
地
域
づ
く
り
の
第
一
線
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
講
師
を
招
き
、今
年

も
飛
驒
高
山
観
光
大
学
を
開
催
し

ま
す
。直
面
す
る
地
域
課
題
と
そ

の
解
決
策
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

期
日

７
月
29
日
㈭
〜
30
日
㈮

場
所

ひ
だ
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ（
花

岡
町
２
）

参
加
費

講
演
に
つ
い
て
は
市
民

の
方
は
無
料

申
込
方
法

７
月
21
日
㈬
ま
で
に

観
光
課
、支
所
基
盤
産
業
課
に
あ

る
申
込
用
紙
に
記
入
し
、郵
送・Ｆ

Ａ
Ｘ・Ｈ
Ｐ
で
申
し
込
む
。

今
回
の
内
容

29
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜
６
時

○
基
調
講
演

「
選
ば
れ
続
け
る
地
域
と
は
」

〜
観
光
地
か
ら
感
幸
地
へ
〜

講
師

山や
ま

田だ

桂
一
郎

け
い
い
ち
ろ
う

さ
ん（
観
光

カ
リ
ス
マ
　
Ｊ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
．Ｓ
Ｗ
Ｉ

Ｓ
Ｓ
代
表
）

○
特
別
講
演

「
混
迷
す
る
日
本
経
済
と
揺
れ
動

く
政
治
情
勢
」

〜
観
光
振
興
で
激
動
の
時
代
を
生

き
残
る
〜

講
師

福
岡
政
行

ふ
く
お
か
ま
さ
ゆ
き

さ
ん（
白
鷗
は
く
お
う

大

学
教
授
）

○
分
科
会

①「
訪
日
外
国
人
３
０
０
０
万
人

時
代
に
向
け
て
の
地
方
の
役
割
」

②「
若
者
た
ち
の
旅
行
志
向
を
高

め
よ
う
」

30
日
㈮

▽
市
内
視
察（
古
い
町
並
他
）午
前

10
時
〜
午
後
１
時（
昼
食
代
１
０

０
０
円
）

▽
乗
鞍
山
麓
五
色
ヶ
原
の
森
視
察

午
前
８
時
〜
午
後
３
時（
参
加
費

２
０
０
０
円
）

申
　
込

問
合
先
観
光
課

35-

３
１
４
５

35-

３
１
６
７
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高山市消防団への団旗の受渡式が６月
20日、市消防操法大会に先立って行われ、土
野市長が藤本消防団長をはじめ各支団長に
新しい団旗と支団旗を受け渡しました。

土野市長から受領する藤本団長（中）

心に響く若者の声
高山市少年の主張コンクール
中学生が日ごろ感じたさまざまな思いを語る「高山市少
年の主張コンクール」が６月20日、市民文化会館（昭和町
１）で開催され、中学生16人が発表しました。
これは市青少年育成市民会議が主催し、毎年開催してい
ます。
入賞者したみなさん（敬称略）
〈最優秀賞〉
田
た

中
なか

翔
しょう

（朝日中）　今を大切に
谷
たに

口
ぐち

琴
こと

美
み

（久々野中）みんなちがって、みんないい
舩
ふな

坂
さか

茉
ま

里
り

奈
な

（国府中）　吹奏楽部で学んだこと
鈴
すず

木
き

悠
はる

花
か

（北稜中）　地域の宝「子ども祭り」から
学んだこと

〈優秀賞〉
小
こ

瀬
せ

茉
ま

莉
り

花
か

（荘川中）　認め合うことから…
成
なり

田
た

脩
しゅう

平
へい

（日枝中）　おじいさんから僕へ～守り続ける笛～
谷
たに

口
ぐち

紗
さ

彩
あや

（東山中）　授業づくり委員長の責任と誇り
坂
さか

下
した

美
み

貴
き

（宮中）　　磨く

問合先 生涯学習課　　35-3123

旗のもとに、団員決意新たに

問
合
先
消
防
総
務
課

32-

０
１
１
９

新調された団旗・支団旗
消防団長らに受渡し

左から最優秀賞の谷
口さん、舩坂さん、鈴
木さん、田中さん

第27回
飛驒高山観光大学
参加者募集中

「キルギス民族衝突救援金」受付中です（募金箱は市役所または支所。７月30日まで）


